
京北地域小中一貫教育校検討協議会だより 

第６回検討協議会及び第３回通学安全検討部会を開催 

～子どもたちの未来のためにより良い教育環境を目指して～ 第９号

京北地域の皆様へ（お知らせ） 

２９年度の取組予定について 

京北自治振興会・６自治会・４校ＰＴＡ代表者等で組織する「検討協議会」が発行しています。 

平成２９年８月発行 

６月２８日（水），京北合同庁舎において，第６回検討協議会

を開催しました（傍聴者６名）。 

会議では，今年度の検討協議会の取組予定や小中一貫教育校を

見据えた４小中学校合同での教育活動の実施計画が報告される

とともに，３月に開催された第２回「通学安全検討部会」の内容

の確認や，新校舎の設計に係る協議，子どもたちの学校生活に関

わる内容について検討する「４小中学校ＰＴＡ・３保育所保護者

代表者会」の取組状況について報告がありました。

検討協議会は，今年度４回の開催を予定（第６回～第９回）し，

専門部会（通学安全検討部会）や「４小中学校ＰＴＡ・３保育所

保護者代表者会」での検討内容の他，施設整備に係る検討状況の

報告・検討を行います。 

「通学安全検討部会」は，３回の開催を予定（第３回～第５回）

し，通学バスの乗車範囲や運行方法等についての協議を進め，今

年度中に方針をまとめる予定です。 

また，小中一貫教育校の開校を見据えて，これまでの合同行事

だけでなく，３小学校による合同学習の充実や，今年度新たに周

山中学校を加えた４小中学校の合同学習を実施するなど「小中一

貫教育の取組」を更に充実させ，開校後の姿の「見える化」を図

り，地域住民や保護者の方に小中一貫教育の在り方について理解

を深めて頂けるような取組が進められます。 

施設整備では，本年１１月頃から元周山小学校校舎等の解体撤

去工事に着手することや，来年度以降には埋蔵文化財発掘調査や

法面整備工事等に着手する予定である旨の説明がありました。 

なお，地域の皆様への説明会については，上記のような検討協

議会の進ちょくを踏まえて，適宜開催させて頂く予定です。

［校舎正面アプローチ空間イメージ図］

新校舎の設計について                ※今後，具体的に設計を進めるにあたり，一部変更されることがあります。

昨年度，施設整備検討部会の意見等を踏まえ策定された「基本計画」をも

とに，現在京都市で進められている「基本設計」の検討状況について教育委

員会から報告を受けました。基本計画から改善された点など，主な説明は次

のとおりです。①必要な教室等諸室は同様に確保したうえで，３階建てから

２階建て校舎に変更。低層になることで避難しやすくなるなど，より安全性

が高まる。②校舎の屋根を「現
あらわ

し」の木造（木材の梁が見える状態で仕上げ

る）とし，校舎を鉄筋コンクリート造・一部木造（屋根）の混構造とするこ

とで，堅牢さとともに木のぬくもりが実感できる校舎とする。③校舎正面の

大階段下のエレベーターシャフトを活用して，校名板の掲示や時計台とする

ことで，校舎正面玄関のシンボル性をより高める。④特別教室棟として東西

２棟を設置し，その間に木造の大屋根を架けて１階の昇降口・図書室（メデ

ィアセンター）を吹き抜けの大空間とする。 

校舎の顔となるアプローチ空間の交流機能を高め，シンボル性をより一層

高めるこの案を基に設計作業が進められます。今後も，京北の新たなシンボ

ルとなる新校舎の実現に向けて，引き続き取組を進めてまいります。

第６回検討協議会の概要 

[敷地南西からの鳥瞰イメージ図] 

［平面計画図］ 

[ウッディー京北前交差点付近から見た外観イメージ図]

第６回検討協議会の様子［6月 28 日（水）19:30～20:05］ 



小中一貫教育校の開校に向け，今年度新たに発足した「４小

中学校ＰＴＡ・３保育所保護者代表者会」（各ＰＴＡ・保育所保

護者会から会長ほか役員が参加）において，「給食の実施方法」

や「通学服（標準服）」について検討されています。 

給食の実施方法については，新校では，校内で小学校給食実

施のための給食室が整備され，中学生にも自校調理方式による

給食の提供が可能であることなどを理由に「全学年で自校調理

方式（全員給食）」が望ましいとの意見が代表者会でまとまり，

このことを学校・保育所の全保護者に文書で周知し意見募集が

行われました。また，通学服（標準服）については，導入の意

義や必要性，着用学年等について検討を重ね，学校給食と同じ

く，全保護者を対象に，着用学年に関する３つの選択肢を示し

たアンケート調査（選択肢は，「①全学年で着用」「②セカンド

ステージ（５年生）から着用」「③着用しない（全学年私服）」）

が実施されました。【意見募集・アンケート実施は，第６回検討

協議会後の７月１０日～１８日まで】 

 ７月２６日（水）の第３回保護者代表者会において，アンケ

ートの結果等をもとに慎重に検討した結果，給食の実施方法に

ついては「全学年で自校調理方式（全員給食）」が望ましい，通

学服（標準服）の着用学年については「セカンドステージ（５

年生）からの着用」を方向性として確認し，次回の検討協議会

に報告することとされました。 

４小中学校ＰＴＡ・３保育所保護者代表者会の取組について 

■ 京 北 第 一 小 TEL 852-0026 FAX 852-1600 e-mail　keihoku1-s@edu.city.kyoto.jp
■ 京 北 第 二 小 TEL 853-0002 FAX 853-7100 e-mail　keihoku2-s@edu.city.kyoto.jp
■ 京 北 第 三 小 TEL 854-0244 FAX 854-0256 e-mail　keihoku3-s@edu.city.kyoto.jp
■ 周 山 中 TEL 852-0053 FAX 852-0090 e-mail　shuzan-c@edu.city.kyoto.jp
■ 京北自治振興会 TEL 852-0001 FAX 852-1838 e-mail　keihoku-sinkoukai@ray.ocn.ne.jp

ご意見やご質問などがありましたら，各学校又は京北自治振興会までお寄せください。

　※検討協議会事務局＝京北自治振興会事務局・京都市教育委員会学校統合推進室

教育委員会学校統合推進室のホームページで検討協議会資料や検討協議会だより等がご覧いただけます。

「京北地域小中一貫教育校検討協議会」で検索してください。

検討協議会終了後に引き続いて，専門部会である通学安全

検討部会の第３回会議を開催しました（傍聴者７名）。 

会議では，学校単位に分かれ，通学バスの乗車範囲と運行

方法についてグループ協議を実施しました。 

乗車範囲については，「京北第一小及び周山中は，概ね現

行の乗車範囲を基本とする」ことや，「京北第二小は，集団

登校で最寄りのバス停まで歩き，バスで通学することが子ど

もたちの安全を考えれば一番良い」，「京北第三小校区の児童

は，全員バス通学とする」というまとめがなされました。 

 また，運行方法については，スクールバスと路線バスには，

それぞれ利点と課題があり，子どもたちの安全な通学手段の

確保を第一に考えながら，利便性や地域全体の公共交通体系

という視点で検討していくことが必要との意見が出されま

した。引き続き，本部会で協議してまいります。 

＜主な意見＞ 京北第一小グループ 通学方法は現状どおり

で良い／新たにバスに乗りたいという声もあると思うが，乗

車するかどうかは地区単位で考えをまとめる必要があるので

はないか／スクールバス・路線バス双方の利点・課題はある

が，子どもたちが安全に通えることを大前提に，予算的なこ

とも踏まえ効率的に運行していくことが必要／地域の交通機

関の維持・向上という視点も必要／今年度から宇津線は路線

バス化（スクールバスと路線バスが一本化）しているが，支障

はない。中学生とも一緒になり，車内で良い環境ができている

第３回通学安全検討部会について 

京北第二小グループ 地区ごとに集団登校で最も近いバス停

まで歩き，バスで通学するというのが，子どもたちの安全を

考えれば一番良い／子どもの通学手段と地域の移動手段を同

じ次元で考えるのはどうかと思う。スクールバスの方が，い

ろんなことに対応しやすい／路線バスによる通学であれば，

学休時や部活等でも定期券で乗車できるのでありがたい／ス

クールバスと路線バスにはそれぞれ利点や課題があり，現時

点では，運行方法に関する意見はまとまっていない／通学に

必要なバスを確保するという前提のもと，学校のカリキュラ

ムや教育活動に応じていかに効率的な運用を図るかが大事 

京北第三小・周山中グループ 第三小校区の児童生徒は全員バ

ス通学とする／地域の将来の公共交通の在り方を考え，ふる

さとバスで通学することで良い／弓削線・田貫線の２路線を

活用することとし，どちらの路線バスに乗車するかは，乗車

人数を勘案し，今後検討していく／井崎・塩田付近の中学生

は自転車通学を望んでいるかもしれない

今後の予定 

次回の検討協議会（第７回）と通学安全検討部会（第４回）を９月に開催する予定です。

開催日時等が決まりましたら，京都市教育委員会学校統合推進室のホームページにてお知らせいたします。

第３回通学安全検討部会の様子［6月 28 日（水）20:15～21:25］ 
学校単位に分かれて，通学バスの乗車範囲や運行方法について熱心に議論 

⑴ 給食の実施方法について，「全学年で自校調理方式（全員給食）」

を望む意見が１２０家庭，「現状の継続（小学校自校調理・中学校

ミルク給食（家庭弁当持参））」を望む意見が４家庭，「家庭弁当と

業者弁当給食の選択（市内の他中学校での一般的制度）」を望む意

見が３家庭ありました。 

⑵ 通学服（標準服）着用学年に関するアンケート結果 

［回答数１５２家庭（全２３５家庭）］ 

 ① 全学年で着用  ３９家庭 

 ② ５年生から着用 ９５家庭 

 ③ 全学年私服   １８家庭

＜給食意見募集，通学服（標準服）アンケート結果について＞

全学年
25.7%

５年生から
62.5%

私服
11.8%


